


～
地
域
計
画
の
概
要
～

■
目
的

原
別
地
域
に
住
む
私
た
ち

が
、
元
気
よ
く
主
体
性
を
持
っ
て
暮

ら
す
た
め
の
取
組
方
針
で
あ
り
、
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
て
決
定

し
、
実
行
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
す
る
こ
と
。

■
期
間

平
成

3
0
年
度
か
ら
平
成

3
4
年
度
の

5
年
間

■
区
域

東
部
第
二
区
連
合
町
会
区

域
（
概
ね
原
別
小
学
校
区
）

■
主
体

原
別
地
域
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
会

■
方
法

住
民
参
加
型
共
同
作
業
方

式
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
）

1
.
地
域
計
画
の
目
的

背
景

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
現
象
は
、
原
別
地
域
に
お
い
て
も
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
や
支
え
合
い
、
連
帯
感
や
一
体
感
な
ど
の

低
下
を
も
た
ら
し
「
地
域
力
」
が
減
少
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
元
気
に

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
的

原
別
地
域
に
住
む
私
た
ち
が
、
元
気
よ
く
主
体
性
を
も
っ
て
暮
ら
す
た
め
の
取
り

組
み
の
指
針
で
あ
り
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
て
決
定
し
、
実
行
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

原
別
地
域
大
収
穫
祭
の
様
子

2
.
地
域
の
社
会
的
状
況

人
口
と
世
帯
数
の
変
動

平
成

1
9
年
度
～
平
成

2
9
年
度
ま

で
の

1
0
年
間
で
、
原
別
地
域
全
体
の
人
口
は
約

6
8

0
人
減
少

し
、
世
帯
数
は
約

2
0

0
世
帯
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯

当
た
り
人
員
は

2
.5

3
人
か
ら

2
.2

1
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

年
齢
構
成
比
の
推
移

下
の
図
に
示
す
よ
う
に
、

6
5
歳
以
上

の
人
口
は

3
1

.0
%
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

(青
森
市
全

体
で
は

2
9

.1
％

) 
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
で
す
。

3
.
地
域
の
特
色

地
域
の
拠
点

県
立
高
校
２
校
の
最
寄
駅
で
あ
る
矢
田
前
駅
と
、
北
側
の
旧
国
道
４
号

沿
道
が
旧
原
別
村
の
中
心
地
区
で
す
。
地
域
住
民
の
文
化
・
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
地
域
振
興
や
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
中
心

地
区
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
本
泉
跨
線
橋
西
側
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
跨
線
橋
東
側
に
か
け
て
は
地
域
の
中
心
と
な
る
商
業
施
設
や
金
融
機

関
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
施
設
や
自
然
な
ど

桑
原
に
あ
る
青
龍
寺
の
昭
和
大
仏
、

1
3

7
5
年
頃
に
北

畠
(き

た
ば
た
け

)顕
能

(あ
き
よ
し

)が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
原
別
稲
荷
神
社
、
地
域
に

豊
富
な
地
下
水
を
供
給
す
る
原
別
取
水
井
、
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
青
森
東

高
等
学
校
、
毎
年
避
難
所
運
営
訓
練
を
続
け
る
東
中
学
校
な
ど
、
原
別
地
区
に
は
様
々
な

施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遊
歩
道
公
園
が
整
備
、
サ
ケ
の
産
卵
場
で
も
あ
る
野
内
川
、

付
近
住
民
に
親
し
ま
れ
る
稲
山
な
ど
の
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

4
.
地
域
課
題
の
整
理

課
題

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
課
題
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
以
下
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
別
稲
荷
神
社

野
内
川

昭
和
大
仏

海
・
山
・
川
の
自
然
と
水
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

■
野
内
川
の
河
川
敷
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
も
っ
と
活
用
す
べ
き

■
海
・
山
の
幸
や
田
・
畑
の
幸
を
一
堂
に

集
め
て
、
地
域
産
品
の
販
売

■
水
芭
蕉
を
き
れ
い
に
残
し
て
い
く
工
夫

を
考
え
る

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
が
必
要

■
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

防
災
を
考
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
必
要

■
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
を
防
災
の
拠
点
、

避
難
所
と
す
べ
き

■
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切

■
防
災
教
育
→
大
人
→
親
・
子
供
と
つ
な

が
っ
て
い
く

■
防
災
キ
ャ
ン
プ
や
防
災
訓
練
を
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
と
す
べ
き

■
空
き
家
の
増
加

■
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
増
加

地
域
再
発
見
マ
ッ
プ
を
つ
く
り
地
域

の
活
性
化
が
必
要

■
各
ル
ー
ト
を
統
合
し
て
、
歴
史
・
文

化
・
史
跡
を
含
ん
だ
地
域
マ
ッ
プ
を
作
る

■
伝
統
（
獅
子
舞
、
神
楽
、
し
め
縄
な

ど
）
の
継
承
・
伝
承

■
子
ど
も
と
地
域
住
民
の
交
流
が
少
な
い

■
原
別
の
地
域
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
地
域
情
報
を
発
信
す
る

■
三
世
代
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

■
子
ど
も
達
の
居
場
所
が
少
な
い

み
ん
な
で
住
み
よ
い
楽
し
い
ま
ち

（
“
わ
”
も
“
な
”
も
あ
ず
ま
し
ぃ
ま
ち
）

1

原
別
地
域

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
会

地 域 と し て 何 が 必 要 か ・ 何 を す べ き か ・ 何 が で き る か

地
域

の
課
題
を

解
決
し
、
地
域

の
特
色

を
生
か
す

た
め
に
は

？

「
良
い
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
、
課
題
が
解
決
さ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
の
地
域
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
を
、
地
域
計
画
の
テ
ー
マ
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

と
し
て
設
定
し
、

3
つ
の
大
き
な
項
目
か
ら
な
る
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
の
絆

花
香
る
水
の
ま
ち
原
別

（
１
）
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
ま
ち

□
地
域
の
歴
史
や
文
化
コ
ー
ス
を
歩
き
、
資
源
を
再
発
見
、
マ
ッ
プ
を
作
る

□
子
ど
も
た
ち
に
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
た
め
の
機
会
を
作
る

□
地
域
を
学
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
コ
ー
ス
を
設
定
す
る

□
し
め
縄
・
も
ち
つ
き
（
鏡
も
ち
）
正
月
の
伝
統
を
守
る

（
2
）
水
の
ま
ち

□
原
別
稲
荷
神
社
の
水
芭
蕉
を
Ｐ
Ｒ
す
る

2

（
１
）
海
・
山
・
川
の
自
然
を
生
か
し
た
地
域
交
流

□
1

1
の
町
会
合
同
で
大
収
穫
祭
を
開
催
す
る

□
産
直
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
企
画
す
る

□
大
収
穫
祭
で
水
産
物
の
販
売

□
野
内
川
の
利
活
用
（
河
川
敷
で
芋
煮
会
な
ど
）

（
2
）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
交
流

□
東
岳
登
山
・
稲
山
ハ
イ
キ
ン
グ

（
3
）
地
域
参
画
の
と
り
く
み

□
地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
て
情
報
発
信
を
す
る

（
１
）
地
域
の
安
全
・
安
心

□
稲
山
公
園
の
整
備

□
空
き
家
対
策

□
犬
の
ふ
ん
の
処
理
マ
ナ
ー
啓
発

（
2
）
防
災
対
策

□
学
校
・
地
域
合
同
の
避
難
所
運
営
訓
練
や
防
災
教
育
を
実
施
し
自
主
防
災
の
推
進
を
図
る

□
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
る
な
ど
防
災
意
識
を
高
め
る

（
3
）
子
供
の
見
守
り
と
高
齢
者
対
策

□
子
供
た
ち
の
「
見
守
り
」
体
制
を
拡
充
す
る

□
学
校
と
地
域
と
の
連
携
（
見
守
り
運
動
な
ど
）
の
第
１
歩
と
し
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
す
る

□
高
齢
者
の
支
援
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る

□
子
供
達
向
け
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る

□
介
護
予
防
ヨ
ガ
の
実
施

□
高
齢
者
の
集
い
の
場
づ
く
り

□
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
習
支
援

3
手
を
つ
な
ぎ
関
わ
り
あ
え
る
み
ん
な
の
ま
ち

計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子原 別 ま ち づ く り 計 画

自
然
と
文
化
を
楽
し
む
地
域
参
画
の
ま
ち
原
別
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0
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H
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人
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動
向

人
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世
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